







Study on the Plans of Town Houses in Chi-Shan Kaohsiung Hsien 
-Study on the Town Houses of Mountainous Region in Taiwan， Part 2 -
Chihkao NIEH and Shingo T AMAKI 
(Received Aug. 31， 1995) 
百世spaper aims to c1arify the plarming charateristics of the tOWIl house白白e
mountainous regions in Taiwan by adducing Chi -Shan Chen， Kaohsiung Hsien as 
examples. Main conc1usions紅eas follows: 
1. The original dwelling plan of the town houses∞uld be classif.ed into two plan 
types by出epattern of∞mposition of shop space and Dai-choαh泊五吋ngrl∞m).
2. In the progress of白eenlargement and the rebuilding of the tOWIl-house， the 
functions of D泊-chohave been separated and the number of the rooms on the 
2nd fl∞r have been increasing， and the泊nitaryfitings have been placed inside of 
the house. 
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(29軒)と最も多い。以下、 4.8m台(2.7間)の24.7~(20軒)、 4.5m台 (2.5閤)の17.3~ (1 4軒)と続
く。これらの3つを合わせる4.加--5.1m台でこの地区の街屋全体の7.舗を占めている。延平路南
端と同様、間口規模は4.5臥 4.8臥 5.1m台が主流である(表2)0 平均値は4.9m(2. 7閤)である。
敷地奥行きもまた同様に格差が大きい。 38m台(21.1間)が最も多く 18.5覧(15軒)を占めている。
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間)の21.5覧(17軒)と続く。 4.8mと5.1mで全体の約7割を占めている(表3)0 平均値は4.7m(2. 6 
間)であるo
敷地奥行きについては、 16m台(8.8間)の35.4~(28軒)、 14m 台 (7.7間)の19.0~ (1 5軒)、 20m
台(11.1問)の16.5~ (1 3軒)で全体の 7 割を占めているo さらに、分布範囲を広げて、 18m 台(10
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階 数 1 階建て 2 階建て 単位
底舗・大庁併用型 1隆底鋪・ 2階大庁分般型 : 
類 型 P 
1階寝室 中2階寝室 l 階寝室 2階寝室
寝室数 1 : 2 :計 1白 2:計 1 ~ 2 ~計 室l:!室2;:計 l計L 室:室! 室;室: 室・室
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一方、深坑街の街屋住宅は既報のとおり平屋建ての『底舗・大庁併用型(18例)J、 「底舗・大





















































































































































































































































が最も多く 38.9~ を占めているo 続
いて、 『連棟式住宅J (隣家と公壁
をもち、連続に建てられた形式)の
25.2~ 、 5 階建てのアパート住宅の
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1 ) 旗山鎮の建設当初の街屋は平屋建て単進型の街屋が多く、その平面構成は f底舗・大庁併用
型jが主流である。この点は深坑街も同様であるa
























7 ) 既報に述べたように、 f間』とは台湾の建物の間口を測る単位であり、柱と柱の聞を指すが
寸法は規定されていない。
8) r五起閤墜伸手Jとはコ字型のような三合院住宅形式を指している。 5つの『間J (五起間)
の端の前方に 2列の建物を伸ばされているような形態であるo
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